
２
６
「
洋
々
塾
」
の
１
人 

 

清
水 

繁 

大
分
県
出
身
東
高
師
卒
在
職
大
１

３
～
昭
４ 

清
水
繁
に
つ
い
て
は
詳
細
が
分
か
り
ま 

せ
ん
。
し
か
し
、
岡
倉
由
三
郎
が
主
宰
し

て
い
た
英
語
の
勉
強
会
で
あ
る
「
洋
々
塾
」

の
一
員
で
あ
っ
た
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
清
水
は
３
８
回
生
の
担
任

で
あ
り
、
こ
の
回
の
修
学
旅
行
が
箱
根
方

面
に
出
か
け
て
お
り
、
そ
の
時
全
員
で
写

し
た
箱
根
神
社
前
で
の
集
合
写
真
が
『
桐

陰
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に

教
員
が
数
人
写
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の

中
の
１
人
が
清
水
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。 

２
７
愛
国
百
人
一
首
を
英
語
訳
で 

 

左
右
田 

實 

京
都
出
身 

東
高
師
卒 

在
職

大
１
３
～
昭
２
０ 

跡
見
女
子
大
教
授 

昭
和
時
代
の
前
半
と
も
言
う
べ
き
昭
和

２
０
年
ま
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
戦
争
へ
の

道
」
で
あ
り
、
英
語
科
に
と
っ
て
不
幸
な

こ
と
は
、
そ
の
教
育
が
「
敵
性
語
」
教
育

と
し
て
忌
避
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
で
し
た
。

全
国
の
学
校
で
英
語
が
教
え
ら
れ
な
く
な

っ
て
い
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
幸
い
、
附
属
中
学
で
は
敗
戦
ぎ
り

ぎ
り
ま
で
英
語
は
教
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
教
員
生
活
を
２

０
年
近
く
送
っ
た
の
が
左
右
田
實
で
す
。 

彼
が
ど
の
よ
う
な
英
語
の
授
業
を
し
た

の
か
に
つ
い
て
は
、
５
４
回
の
卒
業
生
で
、

後
に
著
名
な
政
治
学
者
と
な
る
東
大
教
授

で
あ
っ
た
坂
本
義
和
の
思
い
出
話
に
出
て

き
ま
す
。
そ
の
思
い
出
話
に
よ
る
と
、
当

時
は
勤
労
動
員
で
通
常
は
工
場
で
手
伝
い

を
し
ま
し
た
が
、「
週
に
一
回
、
た
し
か
金
曜
日
が

登
校
日
だ
っ
た
。
数
学
、
物
理
、
化
学
が
主
な
学
課
だ
っ

た
。
左
右
田
實
先
生
が
、
敵
を
知
ら
ず
し
て
戦
う
な
か
れ

と
、
愛
国
百
人
一
首
を
自
ら
英
訳
し
、
こ
れ
を
テ
キ
ス
ト

に
し
て
英
語
の
授
業
を
な
さ
れ
た
。
他
校
で
は
す
で
に
絶

え
て
久
し
か
っ
た
英
語
の
授
業
が
、
野
球
部
の
練
習
と
と

も
に
附
属
で
は
ほ
と
ん
ど
敗
戦
時
近
く
ま
で
生
き
つ
づ

け
て
い
た
。
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。「
戦
争
」

と
い
う
中
に
お
い
て
も
、
英
語
だ
け
で
な

く
、
附
属
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
、
日

常
的
に
続
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の

他
の
卒
業
生
の
話
の
中
に
も
よ
く
出
て
き

ま
す
。 

 
 

 

生
徒
が
描
い
た
教
官
の
似
顔
絵
。
ギ
ャ
ク
チ
ョ
ン
＝
渡

辺
貞
雄
・
漢
文
、
オ
ー
シ
ャ
ン
＝
山
本
幸
雄
・
社
会
、
ナ

ベ
シ
ャ
ン
＝
鍋
島
信
太
郎
・
数
学
、
ア
カ
シ
ャ
ン
＝
田
中

良
運･
数
学
、
ソ
ウ
シ
ャ
ン
＝
左
右
田
実
＝
英
語
、
ブ
ル

＝
廣
井
家
太
・
体
育
、
ト
ン
ボ
＝
中
山
常
雄
・
英
語
、
イ

ワ
タ
コ
＝
岩
井
良
雄
・
国
語
、
ニ
ヤ
カ
ン
＝
松
尾
正
夫
・

数
学
と
い
う
仇
名
だ
っ
た
。 

２
８
ラ
ジ
オ
英
語
講
座
の
は
じ
ま
り 

 

岡
倉
由
三
郎 

福
井
県
出
身
東
大
卒
在
職
大
１

３
～
昭
２ 

東
高
師
教
授
・
立
教
教
授 

岡
倉
由
三
郎
は
、
東
京
高
等
師
範
学
校

の
英
語
を
代
表
す
る
教
授
で
、
明
治
の
思

想
家
・
岡
倉
天
心
の
弟
で
も
あ
り
ま
す
。

彼
が
、
東
京
高
等
師
範
を
代
表
す
る
と
い

わ
れ
る
の
は
、
明
治
３
２
年
に
英
語
部
が

設
け
ら
れ
て
か
ら
、
東
京
文
理
科
大
学
が

開
設
さ
れ
て
英
文
科
が
で
き
る
ま
で
、
３

０
年
間
―
高
師
の
時
代
―
こ
こ
に
育
っ
た

若
い
英
語
教
師
が
全
国
に
ち
ら
ば
っ
て
中

等
教
育
界
で
活
躍
し
、
岡
倉
は
彼
ら
の
総

元
締
め
で
あ
っ
た
か
ら
で
す
。 

岡
倉
は
、
明
治
元
年
に
福
井
藩
士
の
父

の
も
と
、
横
浜
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
６
歳

上
に
は
、
角
蔵
・
後
の
覚
三
、
天
心
が
い

ま
し
た
。
明
治
２
０
年
、
帝
国
大
学
文
科

大
学
選
科
に
入
り
、
博
言
学
（
言
語
学
）

と
国
文
学
を
学
び
ま
し
た
。
帝
大
を
明
治

２
３
年
に
卒
業
す
る
と
、
岡
倉
は
早
速
新

進
の
言
語
学
者
と
し
て
『
日
本
語
学
一
斑
』

や
『
日
本
新
文
典
』
な
ど
の
著
書
を
著
し
、

明
治
２
４
年
に
は
、
京
城
の
日
本
語
学
校

長
と
な
り
、
朝
鮮
語
も
研
究
し
ま
し
た
。

明
治
２
６
年
に
は
帰
国
し
、
東
京
の
府
立

中
学
・
籠
島
の
中
学
の
教
師
を
勤
め
た
後
、

明
治
３
０
年
東
高
師
教
授
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
明
治
３
５
年
に
は
、
英
語
お
よ

び
語
学
教
授
法
研
究
の
た
め
ド
イ
ツ
・
イ

ギ
リ
ス
へ
留
学
し
ま
し
た
。
附
属
中
学
で

は
、
留
学
期
間
を
除
い
て
、
明
治
３
０
年

か
ら
教
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
な
ぜ
か
、『
創
立
六
十
年
』（
東

京
高
等
師
範
学
校
記
念
誌
）
や
『
在
職
図

表
』
な
ど
で
は
、
附
属
中
学
で
の
在
職
を
、

大
正
１
３
年
か
ら
昭
和
２
年
に
し
て
い
ま

す
。
と
い
う
の
は
、
大
正
１
４
年
に
、
岡

倉
は
東
京
高
師
範
を
退
職
し
、
明
治
４
０

年
に
開
校
し
た
立
教
大
学
の
英
文
学
科
長

と
し
て
、
昭
和
１
１
年
、
病
気
で
退
職
す

る
ま
で
立
教
大
学
に
勤
め
て
い
る
か
ら
で

す
。
当
時
は
、
国
立
の
教
官
併
任
で
私
立

大
学
の
教
授
を
勤
め
ら
れ
た
の
か
、
ま
た

は
、
附
属
中
学
は
い
わ
ゆ
る
非
常
勤
講
師

と
し
て
教
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

と
こ
ろ
で
、
英
語
教
師
と
し
て
の
岡
倉

の
大
き
な
功
績
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ

は
、
英
語
教
育
そ
の
も
の
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
、
現
在
ま
で
続
く
ラ
ジ
オ
講
座
英

語
を
始
め
た
こ
と
で
す
。
ま
ず
、
英
語
教

育
に
つ
い
て
は
、
大
正
１
１
年
に
パ
ー
マ

ー
が
来
日
す
る
よ
り
１
０
年
以
上
前
の
明

治
４
４
年
に
、
岡
倉
は
早
く
も
新
教
授
法

を
提
唱
し
、
そ
れ
も
、
リ
ッ
プ
マ
ン
の
「
絵

単
語
」
な
ど
を
紹
介
出
版
し
、
オ
ー
ラ
ル
・

メ
ソ
ッ
ド
を
用
い
る
素
地
を
つ
く
っ
て
い

ま
す
。
彼
が
著
し
た
『
英
語
教
育
』（
博
文

館
・
明
４
４
）
は
、
現
在
も
名
著
と
し
て
知
ら

れ
、
英
語
教
育
の
著
書
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
教
育
そ
の
も
の
の
あ
り
方
を
提
起
し

た
も
の
で
す
。
も
う
一
つ
の
ラ
ジ
オ
講
座

に
つ
い
て
も
す
ば
ら
し
い
業
績
を
残
し
て

い
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
ラ
ジ
オ
放
送
が
日

本
で
始
ま
っ
た
の
は
、
１
９
２
５
（
大
正

１
４
）
年
で
す
が
、
そ
の
放
送
が
始
ま
っ

た
わ
ず
か
１
週
間
後
に
は
、「
英
語
講
座
」

が
始
ま
り
、
岡
倉
と
彼
の
教
え
を
受
け
た

附
属
中
学
校
の
教
師
た
ち
に
よ
り
そ
の
講

座
の
放
送
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
実
際
の
初

年
度
の
放
送
は
、
夏
休
み
に
入
っ
た
中
学

生
を
主
な
対
象
に
据
え
、
夏
季
限
定
の
特

別
番
組
で
、
七
月
二
〇
日
の
午
前
八
時
か

ら
八
時
三
〇
分
ま
で
の
三
〇
分
の
放
送
で

し
、
月
曜
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
毎
日
、
福

原
麟
太
郎
や
青
木
常
雄
、
寺
西
武
夫
な
ど

が
交
代
で
、
八
月
二
九
日
ま
で
放
送
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
は
、「
英
語
講

座
」
だ
け
で
な
く
、「
英
文
学
講
座
」
も
始

ま
り
、
岡
倉
の
塾
「
洋
々
塾
」
の
同
人
（
村

岡
博
や
清
水
繁
な
ど
も
）
を
中
心
と
し
て
、
番
組

テ
キ
ス
ト
も
作
成
し
、
戦
争
が
始
ま
っ
た

昭
和
１
６
年
ま
で
、
こ
の
ラ
ジ
オ
講
座
は

続
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
岡
倉
だ
け
で
な

く
、
神
保
格
な
ど
も
こ
の
放
送
製
作
に
関

わ
り
ま
し
た
。
岡
倉
由
三
郎
著
『
呉
岸
越
勢
集
』
岡

倉
書
房
昭
和
９
山
口
誠
著
『
英
語
講
座
の
誕
生
』
講
談
社 

附
属
中
学
校 

教
官
伝 英

語
科
編
１
５ 

第
１
１
５
号 

 

平
成
２
２
年
１
月
２
０
日 

 


